
この広報誌は、共同募金でつくられています。

10月26日（土）、クロスランドおやべセレナホー

ルにおいて、第58回小矢部市社会福祉大会を開

催しました。

表彰・議事、最優秀福祉作文の朗読や福祉教育

実践事例発表、講演が行われました。

講演では、「オタヤこども食堂」の田辺 恵子氏

と高澤 満里子氏をお招きし、「子ども食堂の役

割」と題してご講演いただきました。会場の皆さ

んは、全国各地に広がっている『こども食堂』の

取り組みとその役割について興味深く聞き入って

いました。

多くの皆さまにご来場いただき、ありがとうご

ざいました。
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福祉教育実践事例発表【小矢部市立津沢小学校ボランティア委員会】

講　演

【オタヤこども食堂】
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第58回　小矢部市社会福祉大会　受賞者

★社会福祉協議会長　表彰

◇個人の部

橋本喜久枝（東福町）　北川佐和子（下後亟）　清見小夜子（中央町）　河邉　恵美（芹　川）
栃原三千代（八和町）　橋本ふみ子（矢水町）　大川ともゑ（桜　町）
土田祐美子（柳　原）　川原　道子（宮　中）　林　　淳子（南砺市）
澤田　詳子（金屋本江）　多賀　庸子（新富町）　中川　美幸（鷲　島）

◇団体の部

赤倉社会部

◇民生委員・児童委員の部

松本　陽子（芹　川）　西野　亮子（本　町）　橋美榮子（　岡　）　吉村　淳史（西福町）

★市長　感謝

◇民生委員・児童委員の部

西野　亮子（本　町）　橋美榮子（　岡　）　吉村　淳史（西福町）

◇高齢福祉推進員の部

和多　由利（城山町）　栃原三千代（八和町）　中島　明美（了　輪）　河原　榮子（水　島）
宮嶋美代子（畠中町）　野村　昭子（畠中町）　下田　　都（下屋敷）　山谷　美里（下後亟）
西野　昭子（新富町）　佐野　立子（八和町）　馳　美智子（内　山）　北川佐和子（下後亟）
広瀬　陽子（中央町）　蓮沼　教子（八和町）　水野　澄子（清　沢）　山田　妙子（下後亟）
平田由美子（西福町）　沼田　和美（新富町）　森田　正勝（鴨　島）　奥川　孝子（安養寺）
橋本喜久枝（東福町）　小川　洋子（埴　生）　出村ひろ子（水　島）
吉岡　郁子（八和町）　福光　榮一（埴　生）　沼田富美子（水　島）

★社会福祉協議会長　感謝

◇民生委員・児童委員の部

片山　　奨（谷坪野）　𠮷岡美智子（浅　地）　辻田　正雄（新　西）　鴋澤　亮子（西福町）
舘　　晴行（埴　生）　馬場　和江（戸　久）　中島　克敏（蓑　輪）　河原　克美（新富町）
長田　雅男（末　友）　吉田　重雄（浅　地）　菊野　　昌（水　島）

★善意銀行頭取　感謝

◇個人の部

（故）中川　昭人（八和町）　　竹越　榮俊（水　牧）

◇団体の部

小矢部市長寿会連合会

おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。

（敬称略・順不同）

社会福祉協議会長　表彰状の贈呈

2



★福祉作文入選者（市内小・中・高校よりの応募）

◇小学生の部	 ◇中学生の部	 ◇高校生の部　

最優秀　池田　光哉（大谷小）	 最優秀　嵯峨　楓菜（津沢中）	 最優秀　稲守　芹佳（となみ野高校）

優　秀　林　　莉玖（大谷小）	 優　秀　小橋　実怜（大谷中）	 優　秀　中川　宏美（小矢部園芸高校）

優　秀　金森美桜奈（蟹谷小）	 優　秀　能村　祐衣（大谷中）
優　秀　焼田くれは（津沢小）

第68回　富山県社会福祉大会　受賞者

第31回　富山県民ボランティア・ＮＰＯ大会　受賞者

10月24日（木）、富山県民会館ホールにおいて、第68回富山県社会福祉大会が開催

されました。大会において、小矢部市関係者では次の方々が受賞されました。

10月9日（水）、サンシップとやまにおいて、第31回富山県民ボランティア・ＮＰＯ大会が

開催されました。大会において、小矢部市関係者では、次の方々が受賞されました。

★富山県知事感謝状
　◇永年勤続民生委員児童委員の部　　掛作　芳昭

★富山県社会福祉協議会会長表彰
　◇社会福祉事業関係功労者の部

　（児童福祉施設）	 横川　里美（小矢部市立正得保育所）

　（老人福祉施設）	 中尾美恵子（特別養護老人ホーム福寿園）

	 福嶋　憲彦（ケアハウスおやべ）

★ボランティア活動推進富山県民会議会長表彰
　◇個人の部

　　　久保　秀智

　◇団体の部

　　　特定非営利活動法人 大空へ飛べ

　　　ニューカナリヤサークル

（敬称略）

（敬称略）

（左から）ニューカナリヤサークル

代表　三輪さん、副代表　栗井さん

【受賞者の皆さん】

（左側）久保さん、

（右側前方）ニューカナリヤサークル 三輪さん、

（右側後方）特定非営利活動法人大空へ飛べ　谷口さん
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9月17日（火）、市総合保健福祉センターにおいて、小矢部市災害ボランティアコーディネーター

研修会を開催しました。講師に特定非営利活動法人明日育 常務理事・事務局長 長井一浩氏をお招き

し、「災害ボランティアセンターを被災地から学ぶ」と題してご講義いただきました。

参加者約60名は、被災地での

体験談から災害について学び、普

段からのつながりの大切さや顔の

見える関係作りの大切さについて

再確認すると共に、活動のヒント

やコツについて熱心に聞き入って

いました。

9月22日（日）、市総合防災訓練が実施されました。市社会福祉協議会では、北蟹谷運動広場におい

て「小矢部市災害ボランティアセンター」の設置・運営訓練を行いました。

参加された災害ボランティアコー

ディネーターの方々と一緒に、被災

者からのニーズ受付や駆け付けたボ

ランティアの受入れ、派遣調整から

送り出しまでの流れを演習し、災害

ボランティアコーディネーターの役

割と災害ボランティアセンターの運

営について確認しました。

小矢部市災害ボランティアコーディネーター研修会

「災害ボランティアセンター設置・運営訓練」〜市総合防災訓練において〜

10月5日（土）、クロスランドおやべにおいて『おやべ元気フェスティバル2019』が開催されました。

「ボランティア部門」では、高齢者や障がい者の疑似体験、手話・点字・音訳・脳トレの体験、市内

福祉施設で作られた商品の販売、福祉用具の展示、ガールスカウトの皆さんによるミニクラフトや募金

活動など様々なコーナーを設けました。ご来場いただいた多くの皆さんに、ボランティアや福祉に触れ

ていただく機会となりました。

また、ボランティア連絡協議会による恒例の

もちつき大会も好評で、会場にはつきたてのお

餅を待つ長い列ができていました。

ご協力いただきました市内各施設、団体、ボランティアの皆さまありがとうございました。

おやべ元気フェスティバル２０１９
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音訳体験♪
マイクを前にすると、
緊張しますね。

「よいしょ、
　よいしょ♪」
　　　お餅つき。

脳トレに挑戦！
簡単なようで・・・

【講師】特定非営利活動法人　明日育
　　　常務理事・事務局長　長井　一浩 氏



子育てを応援して欲しい人と子育てを応援したい人が会員となり、

地域で子育てのたすけあい活動をします。

小矢部市ファミリー・サポート・センター

利　用　会　員
（子育てを応援して欲しい人）

◇市内に居住または通勤している人

◇６ヵ月〜小学校６年生までの子どもを

養育している人

　※利用料が必要です。

小矢部市ファミリー・サポート・センター

◇会員の募集・登録・研修等　　◇会員間の連絡調整　　◇情報提供や紹介

〒932−0821　小矢部市鷲島15（小矢部市社会福祉協議会内）

TEL 67−8611　　FAX 67−4896

※お気軽にお問合せ・ご相談下さい。

協　力　会　員
（子育てを応援したい人）

◇自宅で子どもを預かることができる人

◇心身ともに健康で熱意をもって活動し

ていただける人

　※資格、性別、年齢は問いません。

≪主な利用（活動）内容≫

・保育施設の保育開始時間前や保育終了後の子ども

のお世話。

・保育施設までの子どもの送迎。

・放課後児童クラブ終了後の子どものお世話。

など

会員随時募集中!!
利用会員（応援して欲しい人）・

協力会員（応援したい人）

を募集しています。

あなたの子育て

応援します !!

援　助

利用料

連絡調整利用の申込み

９月30日（月）、クロスランドおやべにおいて、「小矢部市いきいきスポーツ大会」を

開催しました。スポーツを通して、健康の保持と生きがいを高めることを目的に、６つの

競技が行われました。仲間の応援を受けながら、選手の皆さんは、おなじみの競技や、新

種目に真剣勝負！身体も心もリフレッシュしました。

お手伝いいただいたとなみ野高校の皆さん、ありがとうございました。

第45回　小矢部市いきいきスポーツ大会

【関所破り】

高校生と「最初はグー、

じゃんけんポン♪」

楽しいふれあいのひとと

きでした。

【何でもコロコロ】

棒を使って、転がして。

なかなか、思う方向に進

まず・・・
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主 な 活 動 内 容

北部地区社会福祉協議会を紹介します

地区社協紹介だより

ケアネット活動（見守り・朝のゴミ出しなどの手助け）

ふれあいいきいきサロン（年６回）

三世代ふれあい交流事業

広報活動の充実「ほくぶふくしだより」の発行（年２回　１月、７月）

支え合いの地域ケア事業

歳末助け合い活動（赤い羽根共同募金活動に協力）

福祉課題が多様化している状況にあって、住民一人ひとりが「助け合い」の気持ちで、

地域で支え合うことの大切さを確認していくことの思いを共有しています。

楽しく　なごやかに　健康づくり
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三世代ふれあい交流事業

広報活動の充実

ふれあいいきいきサロン

ふれあいクッキングで

おはぎづくり

石動青葉保育園のお子さんと

なごやかにふれあい 平成31年１月で100号に到達
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小・中・高校生の最優秀作品を３回シリーズで掲載していきます。

小
学
生
の
部

★

最

優

秀

★

僕
が
思
う
福
祉
と
は

大
谷
小
学
校
六
年
　
池
田
　
光
哉

僕
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
前
に
、
ま
ず
福

祉
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
関
係
の
仕
事
に
勤
め
て
い
る
母
に
聞
い
て

み
ま
し
た
。
母
は
「
福
祉
と
は
子
供
か
ら
お

年
寄
り
、
障
害
を
持
っ
た
人
、
ど
ん
な
人
で

も
普
通
に
幸
せ
に
過
ご
す
た
め
の
し
く
み
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

母
の
答
え
を
聞
い
て
僕
は
、
こ
う
感
じ
ま

し
た
。
僕
は
、
軽
度
の
障
害
を
も
っ
て
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
障
害
を
意
識
し
始
め
た
の

は
四
年
生
ぐ
ら
い
か
ら
で
す
。
文
字
を
書
く

と
き
に
、
小
さ
い
文
字
を
書
く
の
が
難
し

か
っ
た
の
で
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の
使
用
を

許
可
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
字
が

書
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
色
々
な

手
助
け
を
う
け
ま
し
た
。
少
し
の
工
夫
で
み

ん
な
と
同
じ
活
動
が
で
き
ま
す
。
福
祉
は
、

僕
の
横
に
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
あ
っ
た
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
保
育
所
か
ら
今

ま
で
大
き
な
不
自
由
を
感
じ
る
こ
と
な
く
成

長
で
き
た
ん
だ
と
、
思
い
ま
す
。

し
か
し
自
分
だ
け
ひ
い
き
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
、「
ず
る
い
」
と
、
不
満
を
い
だ
い
て

い
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
不
安
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
の
人
に

と
っ
て
そ
れ
は
、
当
た
り
前
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
そ
の
人
に
合
っ
た
接
し
方
を
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
僕
は
思
い
ま
す
。
こ
れ
が

「
思
い
や
り
」
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

世
界
中
の
人
々
の
中
に
い
じ
め
や
ぎ
ゃ
く

待
で
命
を
落
と
し
た
人
が
い
る
と
お
も
う

と
、
と
て
も
残
念
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

僕
は
こ
ん
な
悲
し
い
出
来
事
が
起
き
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
「
思
い
や
り
」
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
僕
は
相
手
の
気
持

ち
を
考
え
、
相
手
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る

行
動
を
と
る
こ
と
が
福
祉
の
考
え
に
つ
な
が

る
ん
だ
な
と
考
え
ま
し
た
。

最
後
に
紹
介
し
た
い
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
富
山
県
砺
波
市
に
あ
る
宮
の

森
カ
フ
ェ
で
す
。
こ
の
カ
フ
ェ
は
障
害
が
あ

る
人
、
悩
み
が
あ
る
人
、
ど
ん
な
人
で
も
立

ち
寄
れ
る
カ
フ
ェ
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
中
に

一
流
の
コ
ッ
ク
は
い
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
の
料

理
は
お
い
し
く
カ
フ
ェ
の
中
は
活
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
の
ス
タ
ッ
フ
や
カ

フ
ェ
に
来
て
い
る
人
の
様
子
を
見
て
い
る

と
、
障
害
が
あ
る
人
や
車
い
す
の
人
が
来
店

し
て
も
、
い
や
な
顔
一
つ
見
せ
ず
、
普
通
の

人
と
接
す
る
よ
う
に
、
明
る
く
、
元
気
に
接

し
て
い
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
に
居
る
と
本
当
に

ど
ん
な
人
で
も
普
通
に
接
し
て
も
ら
え
る
ふ

ん
い
き
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
達
が
世
界
中
に
増
え
た

ら
、
誰
で
も
、
普
通
に
生
活
で
き
る
世
界
に

近
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
、
僕
は
思
い
ま
す
。

福祉作文を紹介します

皆さまからお寄せいただいた募金は、市内

の福祉施設・関係団体や地区社会福祉協議会

の活動など『小矢部市を良くするため』に使

われています。

また、市町村を越えた広域の活動や災害時

の被災者支援活動にも役立てられています。

今年も皆さまの

温かいご支援・ご協力をお願い致します。

『赤い羽根

メルギューくんストラップ』

1,000円以上ご寄付いただ

いた方には、ストラップをお

渡しいたします。

「赤い羽根共同募金運動」
が始まりました!!
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昭和44年に「小矢部の福祉」の名称で発行を

始めた広報誌が、今回で200号を迎えました。

時代の流れと共に、「福祉」を取り巻く状況も

変化しています。変わりゆく「福祉」について皆

さんと共に考え、取り組むことを大切に、これか

らも地域福祉活動の推進に努めてまいります。

今回は、あいさつパートⅡです。

覚えてみましょう♪　使ってみましょう！

◇ ぷち・手話コーナー ◇

日　時：令和元年12月3日（火） 13：30〜15：30

場　所：小矢部市総合保健福祉センター　３階　視聴覚室

対　象：ファミリー・サポート・センター会員、地区社会福祉協議会、

　　　　子育て中の方、興味のある方

内　容：・「子どもの栄養と食生活」について

　　　　・「子どもの遊び」について

小矢部市ファミリー・サポート・センター研修会

【申込み・問合せ】

小矢部市ファミリー・サポート・センター

（小矢部市社会福祉協議会内）

〒932−0821　小矢部市鷲島15

TEL：67−8611　FAX：67−4896

乳幼児向け「簡単♪

クリスマスレシピ」も

らえます。

おやべ温泉「タワーの湯」が

令和２年３月29日（日）で営業を終了

平成11年５月のオープン以来、市から管理運営の委託を受け、当協議会が運営して参り

ましたおやべ温泉「タワーの湯」は、令和２年３月29日（日）をもって営業を終了するこ

とになりました。

近隣自治体に類似施設が整備されたことによる利用者の減少や市の管理する揚湯ポンプ等

の老朽化によるもので、市において決定されました。

市民の憩いの場また健康増進の場として、多くの皆さまにご愛顧いただきましたことを心

より感謝申し上げます。ありがとうございました。

なお、営業終了日までは引き続きご利用いただけますので、皆さまのお越しをお待ちして

おります。
【問合せ】

　おやべ温泉「タワーの湯」

　ＴＥＬ　６７−８６１０

年末・年始休業のご案内

12月29日（日）〜１月３日（金）

福　祉
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